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自動車事故対策機構（NASVA）の事業
－４つの療護センタ－と２つの療護施設機能委託病床の事業を中心として－
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自動車事故対策機構千葉療護センタ－センタ－長（脳神経外科）

Role of the National Agency for Automotive Safety and Victims' Aid
- Focused on the activity of four Ryogo Centers and two Affiliated Hospitals -

Nobuo OKA, M.D.
Chiba Ryogo Center, National Agency for Automotive Safety and Victims'Aid

SUMMARY

The National Agency for Automotive Safety and Victims' Aid (NASVA) was established in 1973 to improve safety
of automotive traffic and to support the victims of automotive accident.  In 1984, the first Ryogo Center was estab-
lished in Chiba city, as a part of the activity of NASVA, which was a specialized hospital for severely brain damaged
patients by automotive accident.  Now, four Ryogo Centers and two affiliated hospitals treat patients in vegetative
state or in minimally conscious state.  Every patient admitted to the Ryogo Center is examined using state-of-the-
art medical equipments such as MRI, PET, MEG, along with meticulous bedside neurological examinations.  Based
on such medical information, rehabilitation program was made for each patient.  The basic concept of the rehabilita-
tion is to apply natural stimulation as much as possible, and to rebuild the activity of the patient by reconstructing
the residual function of the brain.  Most of the patients admitted to the Ryogo Center were in chronic stage.  It is
generally accepted that the functional improvement of severely brain damaged patients in chronic stage is extreme-
ly difficult.  However, a great part of patient admitted to the Ryogo Centers and the affiliated hospitals show
improvement of various degree.  A considerable number of patients showed remarkable improvement.  In Japanese
medical circumstance, the opportunities for receiving well-programmed neurological rehabilitation is small for the
severely brain damaged patient in chronic stage.  The number of death caused by automotive accident is decreasing
year by year, but even now, the role of NASVA and four Ryogo Centers and two affiliated hospitals is important,
because we still have many severely brain damaged patient waiting for neurological rehabilitation. 
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はじめに

独立行政法人自動車事故対策機構は英語名称を
National Agency for Automotive Safety and Victims' Aidと
いい、事業内容はその名称の如く、自動車交通の安全の
向上と自動車交通による被害者の救済を目的として設立
されている。略称はNASVA（ナスバ）と呼ばれている。
以下にその事業の成り立ちを、特に医療と関係の深い療
護施設の設置・運営を中心として概説する。

設立の経緯と歴史

戦後わが国の経済は急速に発達し、特に1964年の東京
オリンピックを契機として高速道路が整備されたことに
よりマイカーブームがおこり、自動車が交通の主役とな
ってきた。また、それまで物流の主流であった鉄道に代
わりトラックによる輸送が発達した。しかし、その反面
交通事故の発生数は増加して「交通戦争」という言葉が
新聞紙上に頻繁に現れるようになった。一方、我が国で
は1956年から、自動車事故損害賠償保障法に基づき、自
動車損害賠償責任保険（いわゆる強制自動車保険）の制
度が開始されていた。国はこの制度を政府による再保険
事業として、安定した運用を目指した。しかし、交通事
故による死亡数だけでなく、交通遺児や重症後遺障害者
の増加などが深刻な社会問題となった。国はこのような
状態に対して、1969年に自動車損害賠償責任保険審議会

において、再保険による保険勘定の停留資金の運用益を
交通救急医療体制の整備充実にあてることを答申した
（図1）。この方針に沿って、1973年に自動車事故対策セ
ンタ－法に基づく政府出資法人自動車事故対策センタ－
（現、独立行政法人自動車事故対策機構、以下NASVAと
記す）が設立された。この法人の事業は、自動車事故の
発生防止、自動車事故による被害者保護の増進、自賠制
度の周知宣伝及び調査・研究とその成果の普及であっ
た。1981年自動車事故対策センタ－法の一部改正にとも
ない、被害者保護事業の中に、療護施設の設置・運営の
項目が追加された。これに沿って療護センタ－の設置が
計画され、1984年に千葉療護センタ－（以下千葉療護と
略す）が開設された。その後、1989年に仙台市に東北療
護センタ－、1994年に岡山市に岡山療護センタ－、2001
年に美濃加茂市に中部療護センタ－が開設され、現在4
つの療護センタ－として運営されている。さらに、地域
的偏在を解消するために、2007年より北海道および九州
地域において、療護センタ－に準じた専門的治療・看護
を行う療護施設機能委託病床（以下委託病床と略す）を、
脳神経外科診療に実績のある病院に委託した。2007年12
月から北海道では医療法人医仁会中村記念病院で12床、
九州では社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院で20床
の委託病床が運営されている（図2）。なお、自動車事故
対策センタ－は2003年に独立行政法人となり、名称も自
動車事故対策機構に変更された。
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図１ 自動車事故対策機構の原資と業務 図2 療護センタ－と療護施設機能委託病床の所在と規模



NASVAの業務

NASVAの業務を規定した独立行政法人自動車事故対策
機構法によればNASVAの目的として表1に示すような内容
が同法に規定されている。自動車運行の安全に関する業
務としては、運行管理者に対する教育、職業運転手の適

正診断に加え、2000年度からは衝突安全性能試験を、2001
年度からはチャイルドシ－トアセスメントを行いその結
果を広く公表し、ユ－ザ－が車やチャイルドシ－トを選
ぶ際の資料として活用されている。被害者の援護として
は、療護施設の設置・運営以外に、重症後遺障害者に対
する介護料の支給、資金の貸し付けなどが行われている。

療護センタ－と療護施設機能委託病床の業務

療護センタ－および委託病床が対象とするのは自動車
事故による脳損傷で重度の後遺症をもった患者である。
その基準は1972年に日本脳神経外科学会が提唱した植物
状態の定義1)をふまえて作られた「遷延性意識障害重症
度評価表（NASVAスコア）」（表2）による評価で全ての
項目が5点以上となる慢性期の患者である。なお、現時
点では療護センタ－が対象としているのは脳損傷による
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表1 自動車事故対策機構の業務範囲

表2 遷延性意識障害重症度評価表（NASVAスコア）: 入院審査委員会における入院要件の審査、および、入院後の改善度
の評価に使用される



後遺症患者で、脊髄損傷による後遺症患者は対象として
いない。療護センタ－および委託病床は対象となる患者
を入院させ、3年以内の期間でリハビリテ－ションを含
む治療を行い、その改善を図り、介護者である家族の負
担を軽減するとともに、介護者に対して介護法の指導、
社会資源導入の援助を行う。このような業務により得ら
れた治療法や成果を医療、看護の領域だけでなく広く公
開することも重要な業務とされている。

入院申し込みから入院まで

ここでは、千葉療護で行っている方法を示すが、他の
療護センタ－もほぼ同じ方法で行っていると思われる。
入院の申し込みに際しては、自動車事故が原因であるこ
とを、警察発行の事故証明書などにより確認する。次に
申込者の状態を把握するために、療護センタ－の医師と
メディカルソ－シャルワ－カ－が申込者を訪問し診察し
て、神経学的所見を把握し、ソ－シャルワ－カ－は介護
の状況や福祉の介入程度、経済的背景などを含めた社会
的環境や、介護者の治療に対する希望などを聴取する。
訪問によって得られた情報は報告書にまとめられ、入院
審査委員会に提出される。入院審査委員会は脳神経外科、
救急医療などを専門とする数名の医師により構成されて
いる。審査委員は、申込者が前述の入院対象の要件を満
たしているかを審査して、要件を満たしている申込者の
中から、治療により改善する可能性が高いと考えられる
患者を優先的に入院させるように順位をつけ、退院によ
り空床が発生した場合に順位が上の患者から入院するこ
ととなる。

療護センタ－の治療方針と治療期間の設定

図3に1984年の開院当初から2009年度末までの千葉療
護の入退院の状況を示す。1984年に最初の療護センタ－
である千葉療護が開設された時点では、介護者の負担の
軽減を最大の目的としていたので、入院期間の設定はな
く、必要に応じ無期限に入院していることが可能であっ
た。当時は脳損傷で植物状態となった患者の生命予後は
数年程度と考えられていた。しかし、実際に良好な医療
環境のもとで治療を行うと、自動車事故による植物状態
患者の生命予後は従来考えられていたより遙かに良好で
あることが確認された。その結果、退院する患者が非常

に少なくなり、新たな入院申込者が入院できず治療を受
ける機会を失う状態が続いていた。このような状態を改
善して、公平で施設の有効な利用を促進するために、
1997年から、入院治療期間を最長5年間として、より公
平な利用を図ることとし、それと同時に、それまでは介
護者の負担の軽減を最大の目的としていたが、これ以後
は「治療特化」の名の下に、治療による症状の改善を最
大の目的とすることに変更された。入院審査委員会はこ
の方針に沿って、入院要件を満たす患者の中から、治療
をしたら改善する可能性の高い患者が優先的に入院でき
るように審査を行っている。このような方針の下に、
1997年から2007年まで治療を行ったが、依然、入院申込
者の一部しか入院できない状態が続いているため、2007
年4月から、最長入院期間がさらに短縮され、3年間とな
った。

療護センタ－の治療内容

現時点で植物状態の患者の症状を確実に改善させると
される治療法はない。頭部外傷は脳の損傷部位によって
その症状は多彩であるので、詳細な神経学的診察に加え
CT、MRI、EEG、EMG、SPECT、PETなどによる画
像・機能評価などを総合して、患者毎に治療方針が決定
される。まず、医療的にやるべきことがあれば、それを
実行する。比較的多いのが、シャントバルブの圧の調整、
抗痙攣剤の減量である。千葉療護では、治療方針の決定
にあたり、医師、看護師、理学療法士、作業療法士、言
語聴覚士、管理栄養士、メディカルソ－シャルワ－カ－
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図 3 千葉療護センタ－年度別入院・退院患者数



が参加したカンファレンスを6カ月毎に開き、そこで作
成された治療計画に沿って治療と評価が行われる。療護
センタ－の病棟は個室ではなく、看護師が常に患者の近
くにいて、患者の微細な変化が観察しやすいようになっ
ている。また、すべてのベッドが窓に面していて、外光
が入り、四季の移り変わりが感じ取れる構造となってい
る（図4）。治療の基本は、可能な限り、自然で良質な刺

激を脳に与えることである。座位を含む様々な姿勢をと
らせること、話しかけや、本や新聞を読んで聞かせる、
可能なら時間がかかっても経口摂取で食事をとらせるな
どが含まれる。また、家族が来院して患者と接すること
は最も重要な刺激と考えている。このような条件下で、
残存機能を評価・把握して、それを組み合わせることに
よりできることが増え、結果として患者の能力の改善が
見られる。また、東北療護センタ－では音楽運動療法、
岡山療護センタ－では高圧酸素療法、中部療護センタ－
では音楽療法など、それぞれの療護センタ－で効果のあ
ると思われる方法が症例を選んで行われている。改善を
目指すリハビリテ－ションが安定して行えるためには、
合併症の予防と、合併症が起こった場合の早期治療が重
要である。合併症の予防と早期発見には4つの療護セン
タ－のすべてで採用されているプライマリ－・ナ－シン
グシステムが有効に機能している。プライマリ－・ナ－
シングシステムとは一人の看護師が一人の患者の入院か
ら退院までの全期間を通して受け持ち、患者のニ－ズに
応じ看護内容の査定、計画、実施および評価を行う方式
である。プライマリ－ナ－スは自分の受け持ち患者の普
段の状態を熟知しているので、臨床検査で検知できない

ようなわずかな変化でも、これを鋭敏に捕らえ、合併症
の予防と早期治療に結びつけている。

療護センタ－と委託病床での治療結果

一般に、療護センタ－に入院するような慢性期の重症
脳損傷後遺症患者では生命予後が悪く、その機能改善は
困難であると考えられている。この項では千葉療護に入
院した患者について生命予後を検討した結果を示す。ま
た、機能改善についてはNASVAが4つの療護センタ－に
入院した194例の患者の改善度を解析して2010年3月に発
表したので、その資料と千葉療護に入院した患者の改善
度の資料に基づいて述べる。

入院患者の生命予後について

脳外傷により植物状態あるいはそれに近い重症の後遺
症を持った患者の生命予後についてはいくつかの報告が
ある。しかし、報告により、対象の年齢や重症度が違い、
また、治療方針も一定でないので、一概に比較すること
は困難であるが、これらの報告から年間死亡率を計算す
ると、10％～20％程度の値となる場合が多い2-5）。また、
NASVAが介護料を支給している対象者の死亡例の調査で
は、1980年度から2007年度までの間の年間平均死亡率は
15.2％であった。千葉療護に入院中の患者の死亡につい
ては、著者らが過去に報告したが、その時点では年間死
亡率1.2％と非常に低い値であり、その理由は肺炎による
死亡が少ないことであり、療護センタ－のような良好な
環境下では、交通事故による重症後遺症患者の生命予後
は従来考えられていたより良好であることが示された6）。

入院患者の機能改善について

植物症の患者の機能改善についてもいくつかの報告が
あるが、いずれも、意味のある改善を見る症例は皆無で
はないが稀であるとしている4,7-10）。NASVAでは2010年3
月に、社会に広く療護センタ－と委託病床の成果を知っ
てもらうために、療護センタ－入院患者の機能改善につ
いてNASVAスコアによる改善度の解析をして報道資料
として発表した。この報道資料に見られる4療護セン
タ－に入院した194例のデ－タでは、平均入院期間は2年
6カ月であった。この間に全患者の平均で入院時50.5で
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図4 療護センタ－の病棟: 全てのベッドは窓に面し、四
季の変化を感じることができる。
自分で訴えることができない患者のために、仕切
はカ－テンで看護師が常に患者が見える場所にい
る構造になっている。



あったナスバスコアが退院時には37.2と改善されている
（図5）。この資料にはその他の解析も載っていて、事故
から入院までの期間が短いほど、入院時のスコアが良い
ほど、年齢が若いほど改善度が高いことが示されている。
千葉療護入院した患者でみると、コミュニケ－ションの
全くとれなかった患者が声をかけると笑顔を見せるよう
になる、指の合図で質問に対しイエス／ノ－の返事がで
きる、などのわずかな改善でも、家族にとって重要な意
味があり、介護者の精神的負担をおおいに軽減するもの
であることがわかった11）。図6に1997年10月以降2007年4
月までの9年半に千葉療護入院した100例の改善度を示

す。男性72例、女性28例と男性が多く、事故時の年齢は
平均28.1歳と比較的若い。事故から千葉療護入院までは
平均2.83年であり、一般には症状固定と考えられる慢性
期の患者が大部分である。1997年末で50例が既に退院し
て、50例が入院中であるが、退院した患者の千葉療護で
の入院期間は平均3.2年であった。千葉療護では入院患
者にみられるわずかな改善を的確に評価できる評価表
（千葉療護センタ－重症頭部外傷後遺症患者レベル判定
表、略称千葉スコア）を使用して6カ月毎に患者の機能
評価を行っている。実際の評価表の内容は紙面の都合で、
千葉療護のウエブサイトを参照されたい12）。最も症状が
軽い場合は100点となるが、100点の状態は、およそ、車
いすを自力で操作して、室内の移動が可能であり、自力
で食事ができ、尿意・便意を介護者に伝えられるので失
禁がない状態である。多くの症例で右肩上がりの改善が
みられるが、その改善の大部分は治療開始後2年以内に
起こっている。また、治療開始時、20点以下の重症例は
その後の治療で改善の見られないものが多い。しかし、
治療開始時20点以下の最重症例の中で著明な改善を見せ
る症例があるのは注目に値する。なお、最終評価時のス
コアが0点となっている3例は死亡退院した症例である。
図7に事故後長期間経過後、千葉療護に入院して著明な
改善を示した2症例を示す。
症例1は事故から10カ月で千葉療護に入院した。入院

時の年齢は15歳であった。千葉療護に入院前の数カ月は
神経症状に殆ど変化がなかった。入院時は覚醒度が低く
気管切開があり鼻腔栄養で全くコミュニケ－ションのと
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図6 千葉スコアによる経時的改善度の評価、千葉療護
センタ－入院患者100例

図7 入院後著明な改善をした症例

図5 公表された資料に見られる4療護センタ－に入院し
た194名の患者の入院時と退院時のNASVAスコア
でみた改善度



れない状態であった。入院後バルプロ酸ナトリウムを漸
減し10日目に中止したがその後2カ月間は明かな変化が
見られなかった。4カ月目からシャント圧を11cmH2Oか
らほぼ一年間をかけ4cmH2Oまで低下させたが、この間
シャント圧の低下に伴い症状の改善が見られ、18カ月後
には自力で車いすを操作して室内の移動が可能、スプ－
ンを使い自力で食事が可能、オセロゲ－ムでスタッフを
しばしば負かすまでに改善された。本例は抗痙攣剤の中
止とシャント圧の低下の両方が行われたが、抗痙攣剤の
中止では変化が見られず、シャント圧の低下により明か
な改善がみられた症例である
症例2は受傷後2.7年で入院した。入院時年齢は38歳で、
入院時の状態は鼻腔栄養で全くコミュニケ－ションのと
れない状態であった。入院後にリハビリテ－ションに加
え、シャント圧は4cmH2Oから3cmH2Oに、抗痙攣剤は
バルプロ酸ナトリウムを1200mgから800mgに減量した。
徐々に改善がみられ、3.4年後の退院時には、自力でス
プ－ンを使い経口摂取が可能となり、冗談で笑い、簡単
なゲ－ムができるようになった。しかし、自己主張も強
く気に入らないときにはスタッフを叩くなどの問題行動
もみられた。この症例は療護センタ－入院前の一年間は
症状が殆ど変化していないことが確認されているので、
この改善は抗痙攣剤の減量、シャント圧の低下の効果に
よるものと考えられた。
2例とも千葉療護に入院する前は症状の改善が停止して

いたことが判っていて、千葉療護に入院しなければ、こ
のような改善はみられなかったと考えられる症例である。
図8に千葉療護を退院した死亡退院を除く69例の退院

先と最終的に確認された居所を示す。退院先は自宅が31
例と最も多い。最終的に確認された居所では病院が減少
して、自宅と施設が増えるが、これは、自宅介護に移行
する場合、地元の医療機関に依頼するため一定期間地元

の病院に入院してから自宅に帰る場合や、自宅介護が不
可能で施設入所を希望するが、施設に空きができるまで
の間病院で待機する場合である。重症例でも自宅介護を
希望する家族も多く、その場合は十分な医療と福祉の介
入の設定や自宅の改造が必要となり、入院中からメディ
カルソ－シャルワ－カ－が十分な時間をかけ、家族の希
望をとりいれ、地元の医療機関や福祉窓口と連絡をとり
退院後の環境を設定する。このような、退院後の環境の
設定も療護センタ－の重要な機能である。

交通事故による重症後遺症患者の特殊性と問題点

交通事故による脳損傷により重症の後遺症を負った植
物状態またはそれに近い状態の患者は、脳血管障害など
に罹患して同様の状態となった患者に比較して年齢の若
いものが多い。このような、比較的若い患者は、脳損傷
以外は健康体である場合がほとんどで、その生命予後も、
疾病による高齢の脳疾患患者と比較して、遙かに良好で
ある。すなわち、重症の後遺症を抱え、その後の長い生
涯をおくらなければならない。また、その介護者は、疾
患による高齢の患者の場合は子供である場合が多いのに
対し、配偶者や親である場合が多く、回復を願う気持ち
は非常に強いものがある。我が国では、人口の高齢化に
伴い疾病による脳損傷で植物状態となる高齢者の数は今
後さらに増加すると考えられる。脳損傷による重症後遺
症患者の医療、福祉を考える場合に、前述のような理由
で、交通事故による比較的若年の患者は、疾病を原因と
する高齢の患者とは分けて考える必要がある。交通事故
による重症脳損傷患者の大部分は事故現場から救急車
で、救急救命センタ－などの設備、体制の整った病院に
搬送され、そこで急性期の治療を受けている。しかし、
数週間して、急性期の生命の危機が去った時点で、多く
の場合は転院を余儀なくされている。転院する病院は一
般病院である場合が多く、主治医も神経の専門家である
場合は少ない。千葉療護に入院した患者でみると、それ
までに経由する病院数は急性期の病院を含め平均2.48施
設で最多は8施設であった。これは現行の医療保険制度
の下では、療養型病床以外に入院した場合には3カ月以
上すると、転院を示唆される場合が多いからである。こ
のような患者のリハビリテ－ションは急性期から連続し
て専門的な施設で行われることが望ましい。現時点では
急性期を治療する施設は比較的整ってきたが、それに続
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図8 療護センタ－を退院した69例（死亡退院を除く）
の退院先と最終的に確認された居所



くリハビリテ－ション施設は不足していると言わざるを
得ない。

おわりに

自動車安全の技術的進歩や、飲酒運転取り締まりの強
化などにより、自動車事故による死者数が減少し自殺者
を大きく下回る現状から、交通事故の問題は既に解決し
て自殺対策が重要であるとの見方が声高に言われる昨今
である。しかし、救急医療施設の整備や治療技術の進歩
により、死者数は減少しているが、その結果救命されて
も重症の後遺症を持って長期に生活しなければならない
被害者の数は死亡者数の統計に見られる程減っていない
のが実感である。現時点では国内でこの点に関する信頼
できる統計デ－タはない。自動車賠償責任保険の事業者
は自動車事故による重症後遺症者の実態を最もよく把握
している組織と思われるので、個人情報保護法などの問
題はあろうが、自動車事故による重症後遺症患者の実態
の正確な把握が急務と考える。また、このような後遺症
患者の中にはNASVAや療護センタ－の存在を知らない
例もしばしば経験する。事故の発生から慢性期まで介護
者である家族は介護に追われ、外出もままならず、社会
福祉制度の網から漏れている場合もしばしばある。療護
センタ－や療護施設機能委託病床を持つ医療施設は
NASVAのなかの重要な分野として、治療を必要として
いる自動車事故による慢性期の重症後遺症患者がもれな
く治療を受ける機会をもてるように今後も努力をしてい
かなければならない。
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